
決算書掲載頁　195

内
訳

橋梁を常に良好な状態に保ち、地域の道路網の安全性・信頼性を確保する。
地震時、落橋による地域の分断や孤立化を防ぎ、避難や救助、復旧や救援物資搬送のための緊急交通路を確保するた
め、地震に強い橋梁を整備する。
そのために必要となる費用は最小で、最大の効果が発揮できるよう各橋梁ごとに計画を策定する。

技術力を向上させ、各橋梁の現状を直接把握し、合理的な長寿命化修繕計画を作成する。
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道路の安全・安心を確保している。
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橋梁の安全・安心を確保している。

A

A

B

目
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橋梁長寿命化修繕計画に基づき、優先順位の高い橋梁について補修・補強設計及び工事を実施する。
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所管課

定期的な点検により健全度を把握するとともに、早期に損傷等を発見し、事故や大規模な補修に至る前に、効率的・効
果的な修繕や架け替えを計画的に実施することにより、コストの縮減と長寿命化を図る橋梁寿命化修繕計画を策定す
る。その上で以降、本計画に基づいて橋梁の補修・補強及び架け替えを実施していく。
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委託 昭和47年度以前 道路法　第４２条　第１項

河内長野市（道路課）が管理する橋梁
１１４橋（道路台帳記載の橋梁）

橋梁の定期点検を行い、常に橋梁の損傷状況を把握することにより、合理的な修繕計画へと結びつける。
　　　　　　　　　　　　そのために職員の点検能力等の技術力向上を図る。
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橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁の補修・補強に関する設計の実施（３橋）
同様に補修・補強に関する工事の実施（１橋）目

標

一人あたり

世帯あたり 1,216

514

事業費

参
考

49,441

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

10,164

9,064

1,100

0

0

14,925

4,761

0

0.60

0.00

317

132

10,164

39,277

-3,512

24,189

18,600

0

42,522

3,245

0

0.45

0.00

899

382

39,277



事業：橋梁整備事業                                

 市では現在、市道上の道路橋１１４橋と歩道橋１０橋の合計１２４橋を管理しているが、これらの橋梁の安全性、

信頼性を確保することは、日常の市民生活にとって必要不可欠であり、特に跨線橋や跨道橋、防災上の緊急交通路

上の橋梁などは安全性に対する重要度が高く、一定の耐震性能を有していることが求められている。 

 しかし市の管理する橋梁の多くは高度経済成長期に架設されており、現在、建設後５０年以上を経過している高

齢の橋梁数は２９橋であるが、２０年後には全体の７７%にあたる９５橋が建設後５０年以上となる。そのため、

橋梁の老朽化がこのまま進めば一時期に多くの修繕や架け替え工事が集中し、費用が増大することが懸念される。 

 そこで市では平成２４年度に、橋梁の長寿命化と修繕に要する費用の削減を図り、道路網の安全性・信頼性を確

保することを目的に「橋梁の長寿命化修繕計画」を策定した。 

平成２５年度以降は策定した計画に基づき、橋梁の補修・補強を順次実施していくことになるが、平成２５年度

では「向野橋」の補修工事と「かいと大橋」及び「うじの大橋」の２橋について補修・補強工事のための詳細設計

を実施した。 

 

 

細事業：橋梁整備事業                             

１．橋梁補修工事 

 「橋梁の長寿命化修繕計画」に基づき、優先順位の高い「向野橋」の補修工事を実施した。 

 工 事 名 工 事 費（円） 工  期 工 事 概 要 

１ 向野橋補修工事 ３７，４３９，８５０ 

Ｈ２５．１０． ７ 

～ 

Ｈ２６． ３．２５ 

施工延長Ｌ=１６２．６ｍ 

剥落防止工Ａ=６３８．９㎡ 

伸縮装置設置工Ｌ=２１．０ｍ 

 

２．橋梁補修・補強設計 

 「橋梁の長寿命化修繕計画」に基づき、優先順位の高い「かいと大橋」及び「うじの大橋」について補修・補強

工事のための詳細設計を実施した。 

 業 務 名 委 託 料（円） 委 託 期 間 委 託 概 要 

１ 
かいと大橋外１橋補修補

強設計業務 
１２，００１，５００ 

Ｈ２５．１１． ６ 

～ 

Ｈ２６． ３．２８ 

かいと大橋  

Ｌ=１１０．０ｍ 

Ｗ=１２．０ｍ 

うじの大橋 

 Ｌ=１３９．６ｍ 

 Ｗ=１１．９ｍ 

       

 

 


